
３．輸送に係るエネルギー使用量削減のための留意ポイント 

 

本章では、改正省エネ法の主旨は“削減”であることから、そのために必要と考えられる視点につい

てまとめてみました。 

 

3.１算定方法と削減施策の関係 

第２章でみてきたとおり、改正省エネ法のエネルギー使用量算定においては、３つの算定方法

があります。しかしながら、選択した算定方法によっては、すべての削減活動が必ずしもエネルギ

ー使用量削減に反映しないものがあります。 

例えば、輸送事業者がエコドライブを実施し、燃費値（及び燃料使用量）を改善しても、算定方

法として改良トンキロ法を用いている場合には、輸送トンキロ、積載率は変化しないため、エネルギ

ー使用量の値には反映できません。 

 

3.2 算定範囲と削減施策の関係 

改正省エネ法における荷主の算定範囲としては、原則として自社の所有権を有する貨物の輸送

となっています。 

例えば、自社倉庫の荷受作業の効率化を実施した結果、トラックの荷降待ち時を短縮し、輸送

事業者のトラックの回転率が上がり、輸送事業者の 1 日平均の積載率が向上したとしても、自社に

所有権がない貨物のため、自社のエネルギー使用量の値には反映できません。 

 

3.3 削減に関する考え方と現場指標 

 3.1、3.2 で見てきた施策を実施しても、定期報告書に記載する自社のエネルギー使用量の値に

は反映できません。しかしながら、エネルギー使用量削減につながっている活動であることは間違

いありません。そこで、改正省エネ法を自社算定方法や算定範囲に係らず、エネルギー使用量削

減≒物流効率化として、もう一度捉えることが必要だと考えます。 

   ただし、単に削減施策を実施しただけでは、それが計画通り進んでいるのか、効果が出ている

のか分かりません。そこで、現場等における指標＊で管理することで、ＰＤＣＡサイクル（詳細は図

表３－２）を回していくことが重要だと考えます。 

＊ エネルギー使用量で管理できる場合は、それを用いてよい。 

図表３－１ 改正省エネ法の算定範囲と輸送効率化の範囲のイメージ図 

 

  

 

（イメージ図）

改正省エネ法で

自社算定範囲（報告が
必要となる範囲）

ＣＯ２削減活動

輸送効率化
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図表３－２ ＰＤＣＡサイクルの考え方 

PDCAサイクル
P＝Plan（計画）

目標を立てて、それを実現するための方法を考える。

D＝Do（行動）

目標を実現するため
に立てた計画を
実行する。

C＝Check（状況の把握）

実行が計画通り行われているかを把握する。

A＝Action（改善）

把握した情報を基に、
計画が達成可能かを
判断し、調整・改善。

★DoしないPlanは×

★CheckできないPlanは×

★ActionできないPlanは不朽の名作？？

 

 

 

 

   そこで、現場視点で作成したものが、次ページの図表３－３になります。管理指標に含めていい

か議論のある項目、相関が薄い項目等あるかと思いますが、参考までに見ていただきたく存じま

す。 
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凡例 

 

 

 

 

 

積載率 

（重量ベース、容積ベース） 

回転率 

（＝１日あたりの平均配

送件数（ルート数）） 

待機時間（平均、最大、率）

積込・荷降時間（平均、最大、率） 

稼働率（＝走行時間/稼動時間）

（稼動時間＝走行時間＋積込・荷降時間＋待

機時間） 

燃費 

デジタコ 

帰り荷の確保状況

時間指定 

（設定状況、比率） 

配送頻度 

配送ロットサイズ 

実車率 

（＝実車距離/走行距離）

平均速度 

渋滞遭遇数 

迂回ルート利用回数 

渋滞箇所 

イレギュラー出荷数 

〆時間厳守率 

荷傷み発生率 

エコドライブ 

実施状況 

エネルギー使用

原単位 

エネルギー使用量＝ＣＯ２排出量 

車両の大型化状況 

低燃費車、クリーン

エネルギー車の導入

整備・点検状況 

求車求貨システム 

適正車種の使用状況 

（留意点） 

荷扱い条件 

交通規制の有無 

配車計画支援システム 

（総）走行距離 

図表３－３ １輸送区間（もしくは１運行）におけるＣＯ２排出量削減のための留意ポイントの例示

 支援機器 

 エネルギー使用量削減のための施策実施に

あたり、実態をつかむための指標 

出荷波動の平準化状況 

（１運行あたりの積載量の幅）

エネルギー使用量算定のために必要となる

データ 

主に（荷主の）全輸送区間等で検討すべき事項 

・ 共同化      共同化率 →積載率 

・ 商品設計     重量、容積 →積載率 

・ 拠点再配置    走行距離 

自営転換 

着荷主との連携 

輸配送ルート見直し状況 

ＩＳＯ１４００１ 

グリーン経営認証等 

取得状況 

持ち帰り率 

返品率 

（車種） 

（荷主起因） 

（積込・荷降）

（運行） 

（日常活動） 

最大積載量車種別構成比 

新車への切り替え エコタイヤ導入率 

（車両） 

リードタイム別 

輸送比率 

平均積載量 /単位

あたり積載重量 

モーダルシフト化率 

直送率

コンテナ再利用率 

包装資材の強化状況 

強度補強具の使用度合

通い箱、かご車、カ

ートラック等の利用

率 

ノー検品実施率 

伝票レス納品率 

輸送ダイヤ 

見直し状況 
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